
継続して実施していく必要があります。 図ります。
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平成２９年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 3. 男女平等参画啓発事業

1. 総務管理費

20.男女平等参画推進費 自治人権推進課

（佐倉市）　　

第６章
ともに生き、支え合うまちづくり 2,880

平成28年度 720

臨時 単独 計画 0 0 505 基本施策３
男女平等参画の推進 平成29年度 720

平成30年度 720

施策１
男女平等についての意識の啓発を図ります 平成31年度 720

平成32年度 0

0

638 638

・市民による実行委員会が企画する「さくらフェスタ」 ・男女平等参画に関する理解を深める機会として「さく ・これまで男女平等参画に関心のなかった人に対しては

を開催します。 らフェスタ」を開催することで、市民が男女平等参画社会について考え 、男女平等参画社会についての考えるきっかけとなり、意識の啓発につ

・市民や事業者が主催する学習会に講師派遣の支援をします。 るきっかけを作ります。 ながります。

・市民や事業者が主催する学習会に男女平等参画に関する講師派遣の支 ・既に関心のある人へは更に理解を深める機会や情報を提供することで

援をすることで、広く男女平等についての意識啓発を行います。 、男女平等参画社会構築にむけての一助となります。

未だに、家庭や地域、職場などで、男女平等とは 市民が、男女平等参画に関心をもって参加できる

言えない現状があるため、市民の男女平等意識の定着を図るための効果 よう、「さくらフェスタ」の内容について、実行委員会と十分な協議を

的な啓発事業を


